
 
       

 
 

平成２３年３月２５日 
                            自 動 車 交 通 局 

 
 

東北地方太平洋沖地震によるアルコール検知器の生産・出荷への影響を

踏まえ、自動車運送事業者の点呼における運転者の酒気帯びの確認のため

のアルコール検知器使用の義務化の実施時期を４月１日から５月１日に延期

することとしましたのでお知らせします。 

 
事業用自動車の運転者の飲酒運転を根絶するため、旅客自動車運送事業運輸規則

及び貨物自動車運送事業輸送安全規則の改正等により、本年４月１日から、自動車運

送事業者の点呼において運転者の酒気帯びの有無の確認を行う際に、アルコール検知

器を使用することを義務化することを予定していたところ、３月１１日に発生しました東北

地方太平洋沖地震の影響により、アルコール検知器製造・販売事業者におけるアルコー

ル検知器の生産・出荷に一部遅れが生じていることが確認されました。 

 

これを踏まえ、義務化の実施時期を４月１日から５月１日に延期することにしました。 

 

なお、延期のために必要となる旅客自動車運送事業運輸規則及び貨物自動車運送

事業輸送安全規則の改正は、３月３１日に公布予定です。 

 
 
 
 

【問い合わせ先】 
 

国土交通省自動車交通局安全政策課 大森、 野沢 
電話 03-5253-8111（内線 41622、41623、41624） 
 

アルコール検知器使用の義務化の実施時期を延期します。 


